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stimulation (Fig.2A).However.itfailedto

respondtoothertypesofodorstimulitested.for

examples,propionic'acid.acetic acid.benzyl

acetate,p-dichlorobenzene.2-methy1-2lbutanol.

acotophenone. geraniol, 1,2-dichloroethane,

trichloroethylene.cycloheptanone.diethylsutphate,

cyclopentanone.ethylether,methylalcohol.

methylethylketone.Aneuronofthefemalealso

showedsuchallighspecificitytotheprepurified

sexpheromoneasinthemale(Fig.2CandD)･

However,thisunitshowedspontaneousdischarges.

Becauseofthestimulationswiththeprepurified

sexpheromoneandthesmallnumberofodorous

chemicalstested,itisdifficulttodraw the

conclusionaboutthe"Sexpberomoneneuron".

Althoughthepresentexperimentswerefailedto

elucidatethatthesexpheromoneelicitessexual

responseonlytothemaleandnottothefemale

andnymphbyelectrophysiologicalmethodinthe

neuronofdeutocerebrum ofbothsexes,itisof

interestthatthepresentfindingtogetherwith

theresponsesattherecepterlevelO),suggestsa

possibilitythattheseextremelyspecificunitsin

bothsexesmayplayanimportantroleinresponse

tothesexpheromone.

Ifso.itmaybeconsideredthatthereitno

discriminationinresponsetothesexpheromone

intheneuronofdeutocerebrum betweenmale

andfemaleoftheamericancockroach.
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6. 殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (VII).各種の系統イエバエにおける共力剤を加えた

ピレスロイドの効果について.林 晃史,廿日山正夫 (大正製薬株式会社防虫科学研究室)43.2.8受理

7系統のイエバイ MuscadomesLz'caに対し, アレス1)ン, ピレト))ンおよびフタルス')ンを挙

用あるいは S-421およびピベロニルプトキサイドを加用して局所施用し,殺虫力を比較した.一般

に M.d.domestl'caは M.d.vicl'naに比べてピレスロイドに対する拡抗力が故かった.またVも試ピ

レスロイドに共力剤を加用すろことにより7系統のイェバェに対する殺虫効力が脚致され1:.

先に.柿,廿日出(1967)3)は系統のことなるイエバ

エにおけるピレスロイドに対すろ感受性の相迎につい

て紹IBした.本実験ではさらに3系統を追加しピレス

ロイドに拭抗性を示す系統に対する共力剤の彫聖劉こつ

いてしらべ.ヨーロッパ系は本邦系にくらべてピレス

ロイドに対して払いことを確認するとともに,共力剤

を加用することによって抵抗性を打破し得ることを知

ったので印/bする.

本文に入るに際し.御獅串いただいた名古屋大学農

学部弥田村=教授および弟17賞田夫助教授,また,しぼ

しぼすす益なる御助コを賜った災方くB:和郎 斗大学加納六

郎教授および田立予防'純生別死所安田和好博士に御礼

巾しあげろ.なお.発表を獅tk諾いただいた上原昭二

副社長.常務取締役井川俊一博士,および研究部長田

申一郎博士に謝意を表する.

Ⅰ. 実験材料および方法

(1) 供試薬剤 この実験に用いた有効成分はピレト

リン (25% ェキス).アレスリンおよびフクルスリン

の3校でいずれ もエ井川である. また,非力剤は
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piperonylbutoxide,S-421の2産額でピレスロイド

との混合割合は 1:10である.

(2) 実験方法 有効成分をアセトンで所定濃度に稀

釈し,これをマイクロサイ))ンジでイエバエの胸部背

板部に0.5FLLあて施用する局所允用法によった.観察

は非剤を施用した後,2% 砂粒紋を与え.250-27oC
にて飼持し,24時間後の致死率について行なった.

(3) 供試昆虫 この実験に用いたイエバエは Mus-

cadomcsh'cavicinaの高槻系,および多 良々系と,

MuscadomesticadomcsticaのLab-em-7-em系,

213-ab糸.Py系,p-9系,および Rp系の7系統で

ある.いずれも当研究室では幼虫期を豆腐拍培基で飼

育し,成虫期は2%の砂糖紋で飼育した個休群である.

多々良系,Lab-em-7-em系,213-ab系等の経歴はす

でに林,廿日出 (1967)3)によって報告された.本実験

であらたに加えたPy系はLondonSchoolofHygiene

andTropicalMedicineの Dr.∫.R.Busvineの研

究室で累代飼市中のピレト.)ン抵抗性系統である.ま

た,p-9系とRp系はスイスのガイギー社で累代飼育

中のダイアジノン抵抗挫系統である.Rp系とp-9系

の迎いは.スイスにおける採Lj5地が異なることと,ダ

イアジノンに対する延抗性が央なることであり,安富

(1962)I)によれば Rp系のLD60は0.281FLg/Fly(辛),

p-9系が4.50/Jg/Fly(辛)の低である.

lI. 実験桔果および考察

実験の結知は図研旺によりLD80を求め,Table1

にしめした.

アレスリンに対しては,213-ab系が 8.14/Jg/Fly

(辛)で最も放く,ついでRp系)Py系 p-9系)Lab-

em-7-em系)高槻系)多々良系の頓に LDooは小さ

くなっ(:. ピレトリンのLD6｡は,213-ab系〉Py系

)Pl9系)Rp系)Lab-em17-em系)高槻系)多々良

系の旧に小さくなった.

欧米のイエバエはアレスリンやピレトリンに放く.

感受性系統として著名な Lab-em-7-em 系でさえ,

本邦産のイエバエよりLDBOが大 きいのは意外であ

った..

フタルスt)ンの場合は,213-ab糸)Rp系)Py系)

高燐系)Pl9系)多 良々系)Lab-em-7lem 系の頓に

LD50の値は小さくなった. しかし, アレスl)ンやピ

レトリンの場合とやや低向が異なり,また,系統問に

おける感受性の差がアレスリンにくらべて比陵的すく

ないのはまことに興味深い.

この実験に用いた7系統のなかでは,ヨーロッパの

213-ab系がアレスリン, ピレトリンおよびフタルス

.)ンのいずれに対しても放く,本邦の多々良系が弱い

傾向が認められた.DaviesetaL.(1958)1)は,有機

塩素系,あるいは有機燐系殺虫剤に対して払い出抗性

をもつものは,ピレト.)ンに対しても払い硫向を有す

ると述べているが,そういうことよりもむしろ.柿,

廿日出 (1967)3)がすでに指摘したように.欧米のイエ

バエ,すなわち,Muscadomesticadomcsh'caは.

本邦などに分布する M.a.vtcinaに比べて ピレスロ

イドに対し,もともと強い生理的特性をもっているの

ではないかと考えたい.

なお,共力剤を混用した場合の LD60伯についてみ

ろと,Daviesetat.(1958)I)の報告にもみられるごと

く.ピレト.)ン蝉独の場合より小さく,高い共力効果

が認められる.ことに213-ab系では顕著で,piperonyl

butoxideもS-421も抵抗性の打破に大きな役割をも

つものといえよう.また,Bruce(1957)2)はDDT一抵

抗性系統,燐剤抵抗性系統に対し,ピレトリンに共力

剤を混用した場合の効果の検討を行ない,MGK-264

とpiperonylbutoxideを混用した場合,効果的であ

ることを報告した.

安富 (1961,62)1･○)は欧米産や本邦並の班々な系統の

イエバエを用いて,燐剤および岨累系殺虫剤に対する

Table1. LD6｡Valuesforseveralstrainsoftheadultfemalehousefliestreated

topica.llywithpyrethroids(Fig/FIT)･

Allethrin I Pyrethrins I Phthalthrin

alone S1421Pbiupte.rxoindyellalone S-421 Pbiupte.rxoindyelIalone S-421Pbiupte.rxoindyel

Tatara

Takatsuki

Lab-em-7-em

213-ab

Py

p-9

Rp

0

0

9

9

2

2

9

4

8

6

7

3

8

7

2

0

2

4

3

2

4

0

0

0

0

0

0

0

4

3

1

0

8

1

4

1

7

8

4

8

6

4

5

5

4

1

1

8

3

0

0

1

8

2

1

2

2

0

1

6

2

5

2

3

5

5

2

6

5

8

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

7

6

6

6

0

4

15

00

11

35

29

24

2

0

0

0

0

0

0

0

1

1

4

1

4

9

4

7

4

7

8

1

2

2

3

4

7

4

4

0

0

0

0

0

1

1

1

1

83

の

64

59

02

19

0

0

1

2

1

1

2

2

0

0

0

0

0

0

0

9

9

1

2

6

0

5

4

4

5

7

1

7

9

1

1

2

3

3

1

2

0

0

0

0

0

0

0

16

80

80

00

14

97

06

4

0

3

3

4

9

9

0

1

0

3

1

0

1

(3replicationsof20flieseach)
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紙抗性をしらべ,MuscadomcstL'cauz'cEnaは M.d.

domesh'caにくらべて,もともとDDTに対して払い

生理的特性をもつものであろうと述べている.このこ

ととは逆に,本実験で和られたM.a.domcstfcaの方

がM･d･vtcl'naよりピレスロイドに故いという紡架と

考えあわせて極めて多Q昧己か､.なお Hennig(1964)6)

はイエバエを5並印にわけているので.それぞれの耳珪

種の種々な系統についても今後検討を進めてゆきたい.

III.摘 要

多々良系.高槻系,Lab-em-7-em系,213-ab糸,

Py系,p-9系およびRp系の7系統についてアレスリ

ン,ピレトリンおよびフタルスリンに対する感受性の

比較を行なうとともに,それらに共力剤を加えた場合

の効果についてもしらべた.この線札 213-ab系をは

じめとする欧米産イエバエ (M.a.domestica)は本邦

超イエバエ(M.d.vJ'cina)に比べてピレスロイドに対

し放い傾向をもっていることがわかった.しかし.ど

レスロイドに共力剤の S-421や piperonylbutoxide

を1:10の割合で混用すろことによって殺虫効果を高

めることができた.このように非力剤の混用は抵抗性,

もしくは耐性をもつイエバエに対し有効であり,今後

の非力刑のFE宏な役Nlの一つと考える.また,他の水

剤に対して抵抗畔をもつイエバエの駆除法を示唆すろ

ものでもある.
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Summary

Sevenstrainsofhouseflies,Muscadomesitca

L.listedbelowweretreatedtopicallywithseveral

pyrethroidswithorwithoutsynergiststoevaluate

theirtoxicities.

Tatara Highlyresistanttor-BHC and

Dieldrh

Takatsuki Laboratorysusceptible

Lab-em-7-em Laboratorysusceptible

213-ab Resistanttoorgano,phosphorous,

pyrethrinsandhydrocarbon

Rp Resistanttodiazinon

Py Resistanttopyrethrins

p-9 Resistanttodiazinon

Thehousefliestreatedwerekeptat25㌧-270C
andthemortalitieswereobservedafter24hrs.

AsshowninTable1,LDB｡Valuesaredifferent

amongstrainsintheirsusceptibilitytosynergized

pyrethroid.

Thesusceptibilitiesofdifferentstrainstothe

allethrin,pyrethrinsandphthalthrinwereasthe

followingorders:

Allethrin:213-ab)Rp)Py)p-9)Lab-em-7-em)

Takatsuki)Tatara.

Pyrethrins:213-ab)Py)p-9)Rp)Lab-em-7-em)

Takatsuki)Tatara.

Phthatthr)'n:213-ab)Rp)Py)Takatsuki)p-9)

Tatara〉Lab-em-7-em.

Thepyrethroidssynergized with S-421 0r

plperOnylbutoxidewerealwaysmoreeffective

thanpyrethroidaloneagainstallstrainsofhouse

fliesincludingresistantstrains.
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